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あ　と　が　き
　大学が医学部を含めて大衆化したわが国では平成4年
春をピークとして18歳人口の急減期を迎えた。したが
って巻頭言で西原春夫先生が述べられている如く，大学
は生き残りをかけて魅力ある大学作りのため大改革を始
めている．偏差値だけでは測れない適性のある学生を集
めるために入試の改革が進められているが，東大では分
離分割後期日程入試では論文と面接を主体にして毛色の
変った学生を選び，福岡大をはじめ16医学部では全米
共通テストに用いられるMedical　College　Admission
Test（MCAT）を導入した．また学校推薦，自己推薦，
一芸一能推薦，学士入学などの制度もとられ始めた．さ
らに文部大臣諮問機関である大学審議会は大学の質的向
上を促進するために平成3年2月に答申を出し，大学設
置基準が改正された．そのなかに一般教養科目と専門教
育科目の区分が廃止され，各大学にカリキュラム編成の
自由が与えられた．医学部も独自の魅力ある6年一貫教
育カリキュラム作りが可能になった．女子医大はチュー
トリアルシステムを採り入れたが，同様な小人数教育は
大阪医大，東海大医でも試みられている．東医大でも学
校推薦やMCATの導入が閉ったばかりである．しかし
ながらそれ以上に重要なことは，産経新聞に学生一流，
施設二流，教授三流と書かれた某大学の例を挙げるまで
もなく，教師陣の充実であろう．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高山雅臣記）
幹事会（要旨）（平成4年7月22日）
1．臨床懇話会の報告があった．
　第222回：外科学第三（4．6．29）
　第223回：八・循環器内科（4．7．23）
2。平成4年度臨床懇話会（4年10月～5年7月）開催
　予定の報告があった．
3．編集状況の報告並びに編集について討議した．
4．最近投稿論文が多いため，編集幹事の判断で掲載数
　を決めてよいこととなった．
5．第130回医学会総会は，シンポジウムを行う．開催
　日時は，12月19日（土）午後1時．
　当番教室＝病理学（1），内科学（4）
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